
７月５日 全校朝会（放送朝会） 

 来週から校庭の工事が始まります 

 ７月になりました。来週７月 12 日から校庭の工事が始まります。今日は工事のことと、

工事中の登校についてお話しします。 

  

今回の工事は、校庭に雨水を貯めるプールより少し大きな入れ物を埋める工事と、校庭

の表面をきれいにする工事です。校庭に埋める入れ物は、雨水貯留浸透施設、難しい言葉

ですが、簡単に言うと、雨水を貯めてしみとおらせる入れ物のことで、大雨が降った時に

一度その入れ物に雨水を貯めて、その水がゆっくりと地面にしみ出していくようになって

います。みなさんは、大雨の時に雨水が道路を勢いよく流れている様子を見たことはあり

ませんか。この週末にも、全国的に大雨の被害がありましたね。舗装された道路は水を貯

めることができないので、雨水は道路の端にある排水溝から下水道管に流れる仕組みにな

っています。でも、一度にたくさんの雨が降ると、下水道管があふれてマンホールから水

が噴き出してしまうこともあります。大雨の時に車や家が水につかってしまう浸水という

ことが起こらないように、雨水貯留浸透施設が造られているのです。プールのように大き

な入れ物を埋めるのですから、校庭を掘って大きな穴をあけなければなりませんし、掘っ

た土は山のように積み上げておかなければなりません。とても大がかりな工事です。工事

の間は、校庭を使うことができなくて不便ですが、校庭の表面をきれいにする工事も行う

ので、新しい校庭で遊んだり運動したりすることを楽しみにして、少しの間我慢ですね。 

  

さて、工事中は、工事現場には入れませんが、１学期の登校時間だけは、校庭に入れる

ようにしていただきました。そこで、８時 15 分に昇降口があくまでの時間は、昇降口前

の階段の上で学年ごとに並んで待つようにします。あまり広がることができないので、真

っ直ぐにきちんと並んでください。高学年の人は、近くに並んでいる低学年、中学年の人

たちが黙ってきちんと並べるようにお手本を示してほしいと思います。今まで、コロナ対

策のために広がって距離を取りながら並んでいましたが、工事中は、もともとの並び方に

戻すので間違えないようにしましょう。２年生は通級門から入っていつものように並んで

待ちます。８時 30 分からは工事現場に入れません。通級門もカギを閉めるので、登校が

遅れてしまったら、北側のビオトープ前の階段から校舎に入りましょう。 

 工事中は、朝あそべえもないので、早く来すぎないように気を付けてください。また、

遅れて来た時に、門や通路が閉まっていても、驚いて帰ることのないように気を付けてく

ださい。慌てずに北側の階段から校舎に入るか、先生方の玄関で先生に聞いてください。

詳しいことは、このあと担任の先生からお話があります。分からないことがあったら、そ

の時に聞いてください。 

 

今日は、来週７月 12 日から校庭の工事が始まるので、どんな工事なのかというお話と、

工事中の登校についてのお話でした。１学期もあと少しです。怪我のないように元気に過

ごしましょう。 


